	 会 長
	 局 長 
	 次 長
	 係 長
	　係

	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合議
　　　　　　　　　 平成２５年８月２３日
奄美市農業委員会
第８回定例総会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　肥後安美
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　泉　智宜
奄美市農業委員会第８回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２５年８月２３日(金)　　午前１０時～
２．招集場所　　奄美文化センター２F会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	泉　智宜
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山　重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員　　なし
５．議事に参与した者

　　事務局長　　澤　修平　　  事務局次長　　山下文次
　笠利分室長　中尾豊和　
住用分室主幹　用稲工巳　
６．報告事項

　　　　・出張報告(会長・局長・中尾分室長・松崎委員・屋島委員)
　　　　・住用地区農地パトロール報告について（與島委員・松元委員）
　　　　・平成25年度先進地視察研修について
　　　　・農業生産法人の許可について
　　　　・農業委員会ブロック別研修会日程について

・９月定例総会日程について
７. 議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第54号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第55号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第56号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第57号　名瀬地域農用地利用集積計画(所有権移転)の決定について

議案第58号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定

について

議案第59号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第60号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第61号　奄美農業振興整備計画変更申請(重要な変更：除外)に伴う意見書について
議案第62号　奄美農業振興整備計画変更申請(重要な変更：除外)に伴う意見書について

議案第63号　非農地の認定について
協議事項

・権限移譲（4条・5条）について
・農用委員会の概要について
（4） その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２２人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第８回定例総会を開会いたします。

（欠席委員なし）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１６番 肥後安美委員と１７番 泉　智宜委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第５４号から議案第３号までの１０件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入ります。
日程第3

議案第５４号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№27につきましては、売買によります所有権移転でございます。さとうきび中心に栽培しており、問題ないものと判断します。

№28につきましては、売買によります所有権移転でございます。さとうきび中心に栽培しており、問題ないものと判断します。

№29につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は78歳と高齢でありますが、さとうきび、野菜を栽培しており、問題ないものと判断します。№27～№29の譲渡人は高齢で鹿児島在住のため，農地を譲渡したものと思われます。
№30につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は新規就農で営農計画書も添付されております。さとうきび、野菜の栽培を計画しております。下限面積は20ｱｰﾙを超えておりますので、問題はないものと判断いたします。

№31につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は№30と同一でありますので、問題はないものと判断いたします。
以上5件でございます。
農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　南委員

（南委員）

　農地法第３条の規定による許可申請の№27について、調査報告いたします。8月22日受人の自宅を訪問しましたが不在のため、改めて電話で確認とりましたところ、受人は土地を譲り受けてさとうきびを栽培するため、夏植えの準備中ということでした。確実にさとうきびを植えますのでよろしくお願いしますということでした。事実関係を確認しましたので報告いたします。

（前山会長）

　事務局

（中尾分室長）

　議案第54号農地法第3条の議案番号№27～№29の案件につきましては、譲渡人が同一でありますので、一括して報告いたします。8月16日金曜日午前9時50分頃電話で確認いたしました。№27、№28、№29とも申請書のとおり事実でありましたので、報告いたします。
（前山会長）
　吉委員

（吉委員）
　27～29番までは受人・渡人は、親戚関係でありますので、一括して報告したいと思います。

　農地法第3条の規定による№27・№28・№29について、同時に調査をおこないました。8月20日午前9時に受人の3人に直接、それぞれ申請地で会って話を聞きました。№27・28の受人については、現在、さとうきびを栽培しており、申請書に間違いなく、後継者もおり問題はないと思われます。また、№29の受人については、78歳と高齢ではありますが、まだまだ元気で野菜作り等に取り組んでおります。申請書に間違いはなく，後継者もおりさとうきび栽培の手助けをしており、将来は後継者に残すためで特に問題ないと思われます。
　土地について、8月20日午前9時、3人の受人の立ち会いの下、現地を確認いたしました。現地の№27の笠利町字尾濱2920番、笠利町字小濱3107番、№28の笠利町字三ｻ川3279番、また、№29の笠利町字用道3046番の土地それぞれ、さとうきびが栽培されており、今後ともさとうきびを栽培するとのことでした。また、申請地は周辺の農地への影響もなく問題ないと思います。
なお、№27、№28、№29とも農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様方のご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　№30の受人について、喜野委員

（喜野委員）

№30と№31について、調査報告いたします。

　議案第54号№30・№31農地法第3条に係わる調査報告をおこないます。8月20日10時に受人宅で面談いたしました。さとうきび，野菜の栽培を予定しているとのことでした。土地の所在、申請内容に相違ないことを確認いたしました。皆様方のご審議よろしくお願いします。
　
（前山会長）
　榮委員

（榮委員）
農地法第３条の規定による許可申請書につきまして、渡人について調査しましたので報告いたします。申請地の1229番１は渡人の自宅のすぐ側にありました。又、1314番は飼料作物が植えられておりました。金額、申請書に間違いないことを確認しましたので報告いたします。尚、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）
　№31について、前田委員
（前田委員）

　議案第54号農地法第3条による許可申請に対して、№31について譲渡人の確認を8月16日13時50分頃譲渡人の自宅に於いて、笠利分室中尾分室長と2人で譲渡人に申請書を提示、説明し確認をいたしました。申請書のとおり間違いないとのことでありました。委員の皆様の審議方よろしくお願いします。
　また、№31の土地調査についても、平成25年8月22日8時45分現地調査いたしました。申請地はきびが作付けされ、管理が良好であります。尚、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。それと同日14時20分頃譲渡人から土地調査案内の旨が吉委員より電話で連絡がありましたので、再度圃場で譲渡人から説明を受けました。以上です。
（前山会長）　

　吉委員

（吉委員）

　農地法第3条の規定による№31笠利町字用道3066番について、調査報告をいたします。受人8月22日午後2時に現地で話を聞きました。申請地は現在さとうきびが栽培されており、今後もさとうきびを栽培するとのことでした。　　　　　

また、39ページの図面を見ていただければわかりますが、申請地への道路がなく3064番2の横の畦道を歩いて行くしかなく、きび栽培には厳しい条件となっております。周辺の農地への影響はなく問題ないと思います。
尚、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。委員の皆様方のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
協議会に移します。
（前山会長）
　正会に返します。他に質疑ありませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第５４号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第５４号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　
　私が4条の№9と5条の№19で報告がありますので、議長を松崎会長代理に交代いたします。暫時休憩します。
(松崎代理)

日程第４
　議案第５５号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№9につきましては、6月定例総会の4条№5で審議され、県へ進達してありましたが融資証明がとれないため取り下げをしております。今回は、事業計画の見直しを行い再申請でございます。前回は2棟の建築計画でありましたが、今回は1棟の建築と駐車場の整備を計画しております。また、融資証明も添付されております。申請地周辺は宅地など商業地として発展しており、農用地区域外と小団地のため生産性が低い農地であるため、農地区分は第2種農地と判断されます。以上1件でございます。
（松崎代理）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
前山委員
（前山委員）

　議案第55号農地法第４条の規定による許可申請の№9について、報告いたします。ただ今、事務局から報告がありましたとおりでございますが、先々月に申請がありましたが、この時は賃貸マンション2棟の建設予定で借入が2億2千万円で融資証明が取れないということで、取り下げとなりまして、改めて規模を縮小いたしまして、賃貸マンション1棟の計画で、借入が1億5千万円で融資証明も添付されております。このとおり間違いないということでした。土地については、国道58号線沿いと浦上川の間にあり、以前はタンカン・ポンカン等を栽培しておりました。現在は荒れ地となっております。
以上です。

（松崎代理）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

吉委員
（吉委員）

45ページの現況図の下の方に3筆あり、水路を挟んで1126番5がありますが、ここも使われるか。また、何階建てになりますか。
（松崎代理）
　事務局
（澤局長）
　下の方の1126番5は間違いで1128番14が正しいです。4階建てで１6戸になります。
（松崎代理）
　他に質疑ありませんか。
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第５５号農地法第４条の規定による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第５５号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。

日程第５
　議案第５６号農地法第５条の規定による許可申請についての№19についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№19につきましては、先月の総会で保留になりました案件でございます。一般住宅を建設するための申請でございます。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。以上です。
（松崎代理）　

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

　中村委員
（中村委員）
　議案第56号農地法第５条の規定による許可申請の№19について、調査報告いたします。8月20日火曜日午前8時30分に譲受人から聞きとり調査を行いました。譲受人は公務員で現在、一戸建ての借家に住んでおります。面積、金額は申請書のとおり間違いありませんとのことでした。以上です。

（松崎代理）

　行委員
（行委員）
議案第56号農地法第5条第1項の規定による許可申請について、事前調査報告を行います。8月17日午後3時に渡人の自宅を訪ね申請人の妻から聞きとり調査を行いました。地目、面積、対価等に間違いないことを確認いたしましたことをご報告いたします。ご審議の程をよろしくお願いいたします。

（松崎代理）

　前山委員
（前山委員）
　土地について、報告いたします。事務局から報告がありましたように土地区画整理事業内の農地でございます。現在は更地になっており、何ら問題はないと思います。以上です。
（松崎代理）
これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　協議会に移します。
（松崎代理）

　正会に返します。他に質疑ありませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第５６号農地法第５条による許可申請についての№19については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第５６号農地法第５条の規定による許可申請についての№19については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
議長を会長と交代いたします。ご協力ありがとうございました。
　
（前山会長）

議案第５６号農地法第５条の規定による許可申請についての№23、№24についてを議題といたします。

事務局に農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の説明)
№23につきましては、一般住宅を建設するための申請でございます。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。
№24につきましては、一般住宅を建設するための申請でございます。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。

以上2件でございます。

（前山会長）　

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

　喜野委員

（喜野委員）

　議案第56号№23農地法第５条に係わる調査報告を行います。8月19日午後7時15分に受人宅で面談いたしました。現在、県営住宅に居住しており、子供が通う同じ校区に住宅新築を計画していましたところ、今回の申請地がありましたので、購入をしたということでした。土地の所在及び申請内容に相違ないことを確認いたしまた。

　土地について、申請地は住宅街の中にあり、近隣農地への影響はないものと考えます。以上です。

（前山会長）

　山下委員
（山下委員）

議案第56号農地法第5条№23渡人について、調査報告いたします。8月15日20時40分渡人に電話で話を聞くことができました。申請書のとおり間違いないことを確認いたしました。以上報告を終わります。
　

（前山会長）

　喜野委員
（喜野委員）

　議案第56号№24農地法第５条に係わる調査報告を行います。8月19日午後7時に受人宅で面談いたしました。現在、借家住まいのため、妻のふるさとである有屋地区に住宅新築を計画していましたところ、今回の申請地がありましたので、購入をしたということでした。土地の所在及び申請内容に相違ないことを確認いたしまた。

（前山会長）

　事務局

（山下次長）

　議案第56号農地法第5条議案番号№24の案件につきましては、譲渡人は京都在住で、現在、入院中ということで、土地の管理は息子さんが管理をしていますとのことで、8月16日金曜日午後4時20分譲渡人の息子さんに電話で確認したところ申請書のとおりであり、所有権移転は間違いないとのことでした。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　行委員

（行委員）
議案第56号農地法第5条第1項の規定による許可申請について、報告を行います。8月17日午後4時に土地を確認いたしました。土地は土地区画整理事業区域内にあり周りは住宅が建ち並んでいました。雑草が膝当たりまで生えていました。問題はないと思います。ご審議の程よろしくお願いいたします。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第５６号農地法第５条の規定による許可申請についての№23、№24については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第５６号農地法第５条の規定による許可申請についての№23、№24については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
　

日程第６
　議案第５７号名瀬地域農用地利用集積計画（所有権移転）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　あっせん委員の報告を求めます。山下委員
（山下委員）
　議案第57号名瀬地域農用地利用集積計画（所有権移転）の決定について、調査報告いたします。8月15日19時に受人にお話を聞くことができました。申請書には間違いないとのことでした。現在は小湊でパッションフルーツの栽培を10アール行っているとのことでした。申請地へは車で10分と20分の場所にあります。農機具は耕耘機1台、草刈機2台を所有しており、営農資金も準備もあり、農作業には意欲的に取り組んでおり、今回の申請も規模拡大とのことですので、問題ないと考えております。委員の皆様のご審議よろしくお願いたします。
（前山会長）
　榮委員
（榮委員）
　議案第57号名瀬地域農用地利用集積計画（所有権移転）の案件について、ご報告いたします。昨日22日の午前11時、譲渡人の自宅を訪問し直接お話を伺いました。土地の所在及び所有権移転に係わる対価等記載内容に間違いはないとのことでしたので、ここに報告いたします。

（前山会長）
　土地について、山下委員

（山下委員）
　土地については、8月16日9時30分に受人と小湊、西仲勝の現地を確認いたしました。渡人が管理していたタンカン園を引き継ぐ状態で、今期収穫できるタンカンの木は、3ヶ所で100本位あるとのことでした。今後も造成してタンカンを植えて行く計画だそうです。以上報告終わります。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　松元委員

（松元委員）
　面積が31，165㎡ありますが、植栽本数は何本くらいですか。

（前山会長）
　事務局

（澤局長）

　植栽本数は100本程度あります。
（前山会長）
　他に質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第５７号名瀬地域農用地利用集積計画(所有権移転)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第５７号名瀬地域農用地利用集積(所有権移転)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました
日程第７
議案第５８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第５８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第５８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８

　議案第５９号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第５９号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第５９号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
議案第６０号№１につきましては、南委員に関連する事案が含まれておりますので、南委員につきましては、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席していただきます。

（南委員退席）
日程第９
議案第６０号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№１についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第６０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№１については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第６０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№１ついては、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（南委員入室）
議案第６０号№２につきましては、野﨑委員に関連する事案が含まれておりますので、野﨑委員につきましては、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席していただきます。
（野﨑委員退席）
議案第６０号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№２ついてを議題といたします。

　事務局に説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第６０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№２については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第６０号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についての№２ついては、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（野﨑委員入室）
議案第61号と62号は関連しますので、一括して審議いたしたいと思いますが、よろしいでしょうか。

(「なし」の声あり）
日程第１０、１１
議案第61号、62号奄美農業振興地域整備計画の変更（重要な変更：除外）についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）
　

　議案第61号と62号の地番は一緒でございまして、2名の方が家を建てたいという計画であります。61号の面積は526.31㎡、62号330.64㎡と合わせて856.95㎡になり、分筆を計画しております。現地は遊休地で周辺農地に与える影響はないものと判断いたします。
（前山会長）

地区担当委員の意見を求めます。

　山田委員
（山田委員）

　農用地利用計画変更申出書議案第61号№4、62号№5の申請人の調査報告いたします。8月18日午前8時40分申請人の自宅を訪問し息子さん立ち会いの下、聞き取りをいたしました。申請書のとおり間違いないとのことでした。
　土地については、16日午後1時30分に中尾分室長、前田委員、榮委員、私に申請人の息子さん立ち会いで現地を確認いたしました。申請地は背丈程の草が覆い被さり遊休地となっております。106ページの字絵図にもありますように申請地の隣3534番1は野菜が栽培され、また、3529番1はきびが植えられております。国定公園の指定はされていないとのことでした。審査方よろしくお願いします。
（前山会長）

　前田委員

（前田委員）

　山田委員から土地につきましても報告がありましたので、そのとおりでございます。やむ得ないものと考えております。ご審議よろしくお願いします
（前山会長）
榮委員

（榮委員）　

　山田委員、前田委員から報告がありましたとおりでございます。

（前山会長）

これから本案に対する質疑に入ります。　質疑ございませんか。
昇委員
（昇委員）

　議案第61号の土地の利用者はどういう方ですか。

（前山会長）

　前田委員
（前田委員）

　アメリカの方で東京の証券会社に勤めているとのことでした。これくらいしか解りません。

（前山会長）

他に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第61号、62号奄美農業振興地域整備計画の変更（重要な変更：除外）については、これを適当と認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって

議案第61号、62号奄美農業振興地域整備計画の変更（重要な変更：除外）について，審議の結果これを適当と認めることに決定いたしました。
　私が議案第63号で報告がありますので、議長を会長代理に交代いたします。

（松崎代理）
日程第１２
議案第６３号非農地の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

　№10につきましては、昭和50年頃から耕作していないということです。

別紙写真のとおり、申請地までに行く道路もなく長年放置してありますので、山林化しており農地としての復元は困難と考えます。以上1件です。
（松崎代理）
本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

事務局
（山下次長）
　議案第63号非農地議案番号№10について、報告いたします。8月19日月曜日午前9時に申請人が鹿児島在住でありまして、電話で確認したところ申請人は留守でありまして、申請人の長女と連絡が取れました。申請地は農地としては使えないとのことで、非農地として認定をお願いしますということでした。ご審議お願いします。以上です。
（松崎代理）
　行委員

（行委員）

　議案第63号非農地の認定について、8月16日午後1時30分に澤局長、山下次長、前山会長、喜野委員、私と5人で現場を確認いたしました。農地は先ほど局長からありましたように昭和50年頃から耕作放棄しており、雑木が生い茂り原野化しており、農地への進入路もありませんでした。ご審議の程よろしくお願いいたします。
（松崎代理）
　前山委員
（前山委員）
　行委員から報告がありましたとおりでございますが、申請地は110ページの公図の中央あたりになります。申請人は昭和55年頃まで浦上に住んでおりましたが、現在は鹿児島市に住んでおります。別紙、カラー写真のとおり山林化しており、道路もありません。農地への復元は困難と思われます。以上です。
（松崎代理）

　喜野委員

（喜野委員）

　行委員、前山委員から報告がありましたように、山林化しており農地への復元は困難と思われますので、非農地の認定はやむ得ないものと判断いたします。
（松崎代理）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

松元委員
　
（松元委員）

　このような山林化している農地を非農地として申し出ていただきたいと思います。
（松崎代理）
　他に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第６３号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、これを認めることにご異議ございませんか

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第６３号非農地の認定については審議の結果，これを認めることに決定いたしました。

　議長を会長に交代いたします。ご協力ありがとうございました。
（前山会長）
以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
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